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人間理解と
グループ・ダイナミックスの基礎　

　　　　国立大学法人熊本大学教授
　　　　　財団法人集団力学i問所所長
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学講師を経て現職。専門はグループ・ダイナミックス O 博士(学術)。リーダーシッフ。の改善・向上を

目的にしたトレーニングの開発と実践を進めてきた。さらに，組織の安全に関する研究にも取り組

み，その成果をもとに提言を行っている。
主著には，『人間理解のグループ・ダイナミックス』 (ナカニシヤ出版)，『　リーダーシップと安全の科

学(共著)j(ナカニシヤ出版)，『人生をよりよく生きるノウハウ探し』 (熊本日日新聞社)などがある。

ク)レープ・ダイナミックスと
職場の実践

私たちは生まれた時からこの世を去るまで，

人とかかわりながら生きています。そして，幸

せで楽しい人生を送るためには，周りの人々と

良好な関係をつくり上げ それを維持していく

ことが欠かせません。私たちは人の集まりであ

る集団の中で生きているのです。そこで，集団

の視点から人間の行動を見つめ 望ましい関係

のあり方を考える研究が生まれます。

その代表的なものに“グル}プ・ダイナミッ

クス　（　G r o u p  D y n a m ic s )" あります。日本語

では英語をそのまま訳して“集団力学"と呼ば

れています。その創始者はアメリカの心理学者

レビン (K urt Lewin)　で、1930年代のことです。

その名前から分かるように グル}プ・ダイナ

ミックスは“集団とのかかわりを通して人間を

理解すること"を目的にしています。そして，そ

れは何よりも“実践に役立つこと"を大事にし

ます。“優れた理論ほど実践的なものはない"。

これはレビンの有名なことばです。私もそのと

おりだと思います。そして“実践は理論に奉仕

するためにあるのではない"ことを強調したい

と思います。さまざまな努力を積み重ねて，職

場が元気よくなる， ミスや事故を紡ぐことがで

きる O そうした成果が上がれば，とにかく満足

しようではありませんか。それが理論的にどん

な位置付けにあるか， どのくらい普遍性がある

のか。そうした議論ばかりしていては組織は変

わりません。もちろん，理論も大事です。しかし，

きちんとした実践を進めていけば，理論や法則

もついてくるものです。むしろ，“理論こそ実践

に奉仕する"と考えて，毎日の仕事に取り組ん

でいただきたいと思います。

ところで，人間の行動はすべて集団とかかわ

りを持っています。“孤独"な人もいますが，こ

れも“集団に所属していない"から“孤独"と呼

ばれるのです。その意味では，“孤独"も“集団"

にかかわる問題なのです。そんなわけで、，グル}

プ・ダイナミックスの領域はありとあらゆるも
のに広がっています。「集団の規範」「態度と行
動の変容」「 　集団間の競争と協同」「組織における

コミュニケーション」ゃ「リーダーシップ」な

どなど際限がありません。そうそう， r組織の安

全とヒューマンエラー」ゃ「うわさや流言」も

大事な研究テーマなのです。また，対象の集団

も多岐にわたっています。「企業」などの組織を

はじめ，社会の基礎になる「家庭」ゃ「学校」，
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さらに「地方自治体」など，そこに人がいれば

すべてが研究対象になるのです。もちろん， r看
護集団J はグル}プ・ダイナミックスにとって

重要な対象であることは言うまでもありません。

そこで今回は，グループ・ダイナミックスの

さまざまな研究の中から 特に「集団規範」に

焦点を当てることにしましょう O それによって，

職場に望ましい変化を起こすヒントを提供した

いと思います。

職場の常識としての集団規範

“規範"とは“判断や評価または行為などの取

るべき基準"です(電子版広辞苑)。法律なども

社会が決めた規範です。もっと一般的には“常

識"だと考えていいでしょう O しかし，そうし

た“常識"は組織や集団によって違うことも

“常識"と言えるかもしれません。

かなり前になりますが 『日本の常識世界の

非常識』という本がありました。日本人として

は当然だと思っていることも 世界の基準から

見れば“おかしなこと"があるというわけです。

これと全く同じことは 私たちの身の回りにも

当てはまるでしょう O “会議などは 5 分前集合が

常識"という職場がある一方で，みんなが“少

しくらい遅刻しでも平気"と思っているところ

もあります。仕事の目標にしても，“目標以上を

目指そう"というグループがあるかと思えば，

“目標はあくまで目標。そこそこでいきましょう"

という雰囲気の職場もあるのです o

いずれの事例も前者の方が活気のある職場で

あることは容易に想像できます。グル}プ・ダ

イナミックスでは こうした“常識"を“集団

規範"の問題として考えます。“集団規範"は職

場の“常識"ですから それが一人ひとりの行

動にも大きな影響を及ぼすことになります。前
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向きの“規範"があればいいのですが，後ろ向

きの“規範"が支配しているような職場では，

仕事はうまくいきません。そうしたところでは，

ミスや事故が起こる可能性も高くなるのです。

そこで，元気で生きがいのある職場をつくる

ために，望ましい“規範"をさらに向上させ，

そうでない“規範"を改善していくことが必要

になります。それを実現する際に中心的な役割

を果たすのは職場のリ}ダ}です。

職場の常識調べ

ここでは，そうした“規範"を変えるための

具体的な手続きをご紹介しましょう O

それは，現実の職場にある“規範"の実態を

知ることからはじまります。はじめに図をご覧

ください。ここには，“職場の常識(規範)の実

態"を知り，それを改善するために用いられる

2 枚のシ}トを提示しています。まずは図ー①

のシ}トをご覧ください。ここに自分たちで気

が付くものを挙げていきます。その際は，“望ま

しい"とか“望ましくない といった判断はし

ません。とにかくできるだけ多くの“常識"を

思い出すことにします。

それが終わってから その“常識"が元気な

職場づくりに“望ましい(プラス)"か“望まし

くない(マイナス)"かを考えます。そして，シー

トの「  P   / 　 M   　」欄に「 　P　（プラス　）」か「 　M　（　マイ

ナス)J入れます。次に，そうした“常識"が

元気な職場づくりに与える影響度をチェックし

ます。ここで“H" が付けばそれが“職場の

活性化"に大きな影響を持っていることになり

ます。さらに，その“常識"を変えやすいかど

うかについて判断します。どんなに影響力が大

きくても変えることが難しいのであれば，“変え

る，変える"と叫んでも仕方がありません。



① 
あなたが働いている職場のことを思い浮かべてください。

職場のみんなが. r当たり前だ」とか「当然だ」と思っている
ことがたくさんあると思います。
「遅刻をしないJr互いにあいさつをするJrミスは必ず報告するJr分
からない時は相談するJ.. 。

当たり前すぎて気が付いていないものもあるでしょう。もちろ
ん望ましくないとともあるはすです。
「小さなミスは報告しないJ r1 士事は70% 程度で満足するJ r分か5
ないことがあっても放っておく」…。
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とこでは，あなたが思い付くものを
できるだけたくさん挙げましょう。

私の職場の常識

/P

職場の常識チェックと改善のためのシート

常識を変える異体策を考える

さて， 自分の職場の“常識(規範)"が明らか

になったら，今度はそれを望ましい方向へ変え

ていく必要があります。それがプラスであれば，

それを望ましい状態、で維持していく，あるいは

もっと改善していく方法を探すことも大事になっ

てきます。そこで今度は図一②のシ}トを使用

します。まずは①のシ}トで挙げた 10 個の“常

識"から“改善・向上したい"ものを 3 つまで

選びます。そしてそうした常識が出来上がった

理由を分析します。その上で それを変えるた

めに“自分にできること を考えていくのです。

こうした分析を仕事仲間と進めていくことで，

職場の課題が共有化されるのです。その結果と

② 
チェック 1
それぞれの常識(規範)は，元気な職場づくりにとってプラス
ですか，マイナスですか。
チエツ空欄 (P/M) に. P (プラス)か M (マイナス)を入れ
ましょっ。

チェック2
その常識は，元気な職場づくりにどのく 5 い影響を与えている
でしょうか。
チェック楠 (E) に. r影響大 HJ r影響申 MJ r影響小し」
を記入してください。

チェック3 (C 欄)
プラス (p) 常識:その常識をもっといい方向に改善するととは，
「非常に容易(Q) J rかなり容易 OJ r難しいム」

マイナス (M) 常識:その常識を変えることは，
「非常に難しい x xJ r難しい xJ r難しくない OJ r容易(Q) J

改善・向上したい常識とその要因，改善策

私は職場の常識になっている

もともと，そうなったのは，

そして，これを変えるためには，

私は職場の常識になっている

もともと，そうなったのは，

そして，これを変えるためには，

私は職場の常識になっている

もともと，そうなったのは，

そして，これを変えるためには，

]を変えたいと思います。

]か 5だと思います。

]すればいいと思います。

]を変えたいと思います。

]か 5だと思います。

]すればいいと思います。

]を変えたいと思います。

}からだと思います。

}すればいいと思います。

して，メンバ}たちから職場を元気にするため

のアイデアも生まれてくるはずです。

こうした一連のステップをスム}ズに進める

ために，皆さんのリーダーシップが大きな役割

を果たすことは言うまでもありません。

今回は，“グル}プ・ダイナミックス"の中で

も重要なテーマである“規範"を変えることに焦

点、を当てました。もちろん私たちはこのほかに

も実践に役立つさまざまな研究を進めています。

これを機会に，皆さんもグループ・ダイナミッ

クスについて勉強されることをお勧めします。
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